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Azure の知見に基づいた技術により、ハイパース
ケールで信頼性の高いインフラストラクチャを
提供する

ユーザーは Azure と同じ操作で、場所を問わず
効率的にサービスを利用できる

アプリケーションの展開と移動を容易にして、
開発者の生産性を高める

クラウドに最適化された
アプリケーション基盤

クラウドと一貫性のある
サービス提供

クラウド視点の
インフラストラクチャ



（オンプレミスのデータセンター）











Storage Replica

複製

プライマリサイト レプリカサイト

SR over SMB3
• アプリケーション＋データ領域の高可用性
• 同期レプリケーションのみ

クラスター間構成

複製

プライマリサイト レプリカサイト

SR over SMB3
• データ領域の高可用性
• 同期・非同期レプリケーションを選択

サーバー間構成
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Storage Spaces Direct

SAS

Windows Server 2012 R2

SAS SAS

Shared SAS JBOD Storage Spaces Direct

SMB3.0

クラスター

記憶域プール

Windows Server 2016





VHD

VM Storage Resiliency
一時的なストレージ障害への対応

VM Compute Resiliency
一時的なネットワークや
ノード障害への対応

VM Resiliency (回復)



HDX

仮想マシン
実行

一時停止
(PausedCritical)

仮想マシン
停止

一時的なストレージ障害発生に備えた回復機能



仮想マシン単位で設定（既定で有効）

Set-VM -AutomaticCriticalErrorAction <Nothing | Pause>

仮想マシン停止までのタイムアウト設定
Set-VM –AutomaticCriticalErrorActionTimeout <value in seconds>

最小値 = 0 (直ちに停止)
最大値 = 24 時間
既定値= 30 分

設定方法



Unmonitored

Isolated

新しいクラスタノードと仮想マシンの状態障害発生後も
仮想マシンは実行

一時的なネットワーク、ノード障害時にも仮想マシンの
稼働を継続



Isolate モードで実行可能な時間（既定値 4分）
(Get-Cluster).ResiliencyDefaultPeriod=240

孤立したノードの再参加が可能な時間（既定値 2時間）
(get-cluster).QuarantineDuration=7200

Resiliency レベル
• Level 1：予期せぬ Isolate モードの実行を許可しない
• Level 2：Isolate モードでの実行を許可（既定値）
(Get-Cluster).ResiliencyLevel=2

設定オプション







Cluster OS Rolling Upgrade

混合 OS モード
2012 R2 および 2016

Windows Server 2012 R2

Powershell cmdlet
Update-ClusterFunctionalLevel

Windows Server 2016
フェールオーバークラスタ機能レベル





物理サーバー

信頼できる
仮想化ホスト？

社外・社内からの
正当なアクセス？



物理サーバー
(TPM 2.0 + UEFI)

vTPM

BitLocker

vTPM

BitLocker



User: CORP¥Eriko
Groups:
CORP¥Domain admins
CORP¥Operations admin
Refresh after: 1 week CORP¥Eriko CORP¥Eriko



業務サーバー 人事サーバー
Microsoft Identity 

Manager 2015

log

PRIV¥ErikoAdmin







User: PRIV¥ErikoAdmin
Groups:
CORP¥Domain admins
CORP¥Operations admin
Refresh after: 1 hour





Hyper-V
Hyper-V マネージャ

• 接続プロトコルを拡大
 WMI (Windows Management Instrumentation)

 WinRM (Windows Remote Management)

異なる資格情報を指定した接続が可能に

• 下位バージョンの管理もサポート
 Windows Server / Windows 10 

Technical Preview
 Windows Server 2012 / 2012 R2
 Windows 8 / 8.1

仮想マシン構成バージョン
• 構成バージョン 5.0 → 6.0
• ファイルフォーマット変更（.VMCX、.VMRS）

更なる高速化を実現

Hyper-V 統合サービス
• Windows Update を通じて提供



2012 2012 R2 Tech Preview

メモリ
動的メモリ ○ ○ ○

静的メモリの変更 × × ○＊

ディスク

SCSI ディスクの追加/削除 ○ ○ ○

SCSI ディスクのサイズ変更 × ○ ○

OS ディスクのサイズ変更 × ○＊ ○＊

ネットワーク 仮想 NIC の追加/削除 × × ○＊

機能

仮想マシンの移動 ○ ○ ○

記憶域の移動 ○ ○ ○

仮想マシンのエクスポート × ○ ○

仮想マシンのバックアップ ○
（Windows）

○
（Windows, Linux）

○
（Windows, Linux）

＊：第二世代の仮想マシンが対象

New

New









チェックポイント（旧スナップショット）

Standard Checkpoint
• Saved state

Production Checkpoint
• VSS (Volume Snapshot Services) 
















Nano Server



インストールオプション
“with local admin tools”

機能の追加
“Server Graphic Shell”
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* 2014年にリリースされたすべてのパッチに基づく分析

セキュリティ情報-重要 セキュリティ情報-緊急 再起動の回数
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



サーバー OS

ゲスト OS ゲスト OS

ミドルウェア ミドルウェア

アプリケーション アプリケーション

サーバー OS

ミドルウェア ミドルウェア

アプリケーション アプリケーション

コンテナ型
• ユーザー空間を分離
• ホスト OS のカーネルは共有

ハイパーバイザー型
• 仮想マシン単位で分離
• ホスト OS のカーネルは占有

メリット
• 軽い、起動が早い
• ゲストOSが不要でオーバー
ヘッドがほとんどない

デメリット
• 利用方法が物理サーバーの
延長で想像できない

1 レイヤー少ない



物理サーバー

Hyper-V 
仮想マシン

Hyper-V
コンテナ

Windows Server
コンテナ





マイクロソフトクラウドプラットフォーム

Azure データセンター サービス
プロバイダー展開先

PowerShell OthersDocker

管理

コンテナ

Others…

開発





• Hyper-V Rolling 
Upgrade

• Hot Add, Remove 
Memory and NIC

• VM Compute 
Resiliency

• Nano Server
• Container
• Linux Support

• Software Defined 
Network 

• Network Function 
Virtualization

• Converged NIC
• Network Controller

• VM Storage Resiliency
• Storage Space Direct
• Storage QoS
• Storage Replica
• Data deduplication

• Host Guardian Service
（HGS）

• Shielded VM
• Privilege Access 

Management
• Windows Server

Antimalware
• PowerShell 5.0
• MultiPoint Services



詳しくは・・・
Technical Preview 2 評価ガイド

Windows Server 2016 リリースは来年中

今後のアップデートにご期待ください

皆様からのフィードバックお待ちしています

☞ http://aka.ms/cloudwp



Hybrid Identity ～認証システムデザインパターン～CDP-004

MS 版 Docker 誕生! Windows Server Containers とは?CDP-008

次期 Windows Server に実装されるクラウド生まれの SDNCDP-009

Software Defined Storage を実現する
次期 Windows Server のストレージ機能CDP-010

ハイブリッド VDI と RDP 10 のパフォーマンス
～Azure RemoteApp も～CDP-014

これが噂の Nano Server
～期待に応えるために小さくなった次期サーバー OS～CDP-016



アンケートにご協力ください。
●アンケートに上記の Session ID のブレイクアウトセッションに
チェックを入れて下さい。

●アンケートはお帰りの際に、受付でご提出ください。
マイクロソフトスペシャルグッズと引換えさせていただきます。



Ask the Speaker のご案内
●本セッションの詳細は、EXPO 会場内
『Ask the Speaker』コーナー
Room A カウンタにてご説明させて
いただきます。是非、お立ち寄りください。

Ask the Speaker

EXPO会場MAP
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